
　設置して8～10年経つと外観に異常が



各部のなまえ

口出し線

本 体

器具の取付方法
● アングル取付ボルトの両側をゆるめて右記の照射
 角度範囲内で照射角度を調整してください。
※取付ボルトはゆるめすぎると脱落のおそれがあり
 器具落下の原因となります。
● 照射角度は10°ピッチです。
※指定のピッチ以外の角度で固定すると締め付けが
　不十分になり、器具落下の原因となります。
● 照射角度調整後、ラッチが噛みあっていることを
 確認してから、アングル取付ボルトをしっかりと
 締め付けてください。(推奨トルク12N・m)
※締め付けが不十分な場合、器具落下の原因となり
 ます。

(つづき)

本体の照射角度調整

● 器具への取り付けの際には右図の指定
 方法で本体に落下防止ワイヤーを取り
 付けてください。
※ナットにゆるみがあった場合のために
　器具質量に耐える落下防止ワイヤーの
　取り付けをおすすめします。

(電源投入後、1時間以内に実施してください。1時間経過するとロックします)

落下防止ワイヤーの取り付け

調光レベルの設定方法

器具の取付方法
● 器具質量に十分耐えるよう、アンカーボルト取付部の強度を確保してください。
● 指定の位置にアンカーボルトを施工してください。
 ※アンカーボルトは器具質量に十分耐えるように、ボルト強度を確保してください。
● アンカーボルトに本体を取り付けてください。
 
 
 ※締め付けが不十分な場合、器具落下の原因と
 　なります。

本体の取り付け

● この器具は外部から磁界をかけることによって器具の出力を設定することができます。
 付属の磁石を下図のように指定の位置に合わせ、出力の設定をおこなってください。
 [出力：100％(初期設定時)、80％、70％]
設定方法
①出力100％（初期設定）
 ↓ 1. 磁石を4秒以上当て、離す。
②出力80％
 ↓ 2. 磁石を1秒以上当て、離す。
③出力70％
 ↓ 3. 磁石を1秒以上当て、離す。
④数回点滅後、出力100％に戻る
 ↓ 4. 磁石を1秒以上当て、離す。
⑤②に戻る
※1の操作後、設定の変更がされていない状態が1時間経過すると、
 設定モードが解除されます。
 調光設定後は電源のON/OFFをしても調光レベルの出力値を保持します。

アングル <梱包箱>

照射ガラス

落下防止ワイヤー
(非付属)
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磁石接触位置
(定格銘版ラベル
内の黒枠)

定格銘版ラベル

本体

アンカーボルト取付ピッチ＊
＊M12アンカーボルトの場合は取付ピッチ200mm
　M10アンカーボルトの場合は取付ピッチ160mm
(M12アンカーボルト取り付けの際には照射角度調整時に
ケーブルグランドに当たらないよう、取付ピッチにご注意ください)

160(M10)
200 　(M12)

4
5

照射角度範囲

90°
70°

ラッチ

アングル

調光レベル設定用磁石
(取り忘れのないよう、
ご注意ください)

φ13オプション用取付穴

アングル

ナット(非付属)
SPワッシャー(非付属)
平ワッシャー(非付属)
アンカーボルト(非付属)
ボルトの出ししろ25mm±2mm

アングル取付ボルト(M10)

＋5
0

● 口出し線と電源線の結線を行ってください。防水ジョイントボックスの使用、または
 口出し線外径φ9.2および電源線外径に適合した防水中継コネクタの使用を推奨します。
　ジョイントボックスまたは中継コネクタを使用しない場合は自己融着性のテープ で結線部
   各端末を絶縁処理した後に、下図の様にシース(外被)部からシース部までテーピングし、
　さらに絶縁性のテープで巻き上げ、絶縁処理、防水処理を十分に行ってください。
  (口出し線の接続は電気設備技術基準の省令第7条、および同解釈12条に従ってください。)
　※不十分な場合は電線からの浸水による絶縁不良、不点灯、感電の原因となります。

　　　

電源線の接続方法

電源線(非付属)

口出し線(1.5m)
[L(黒)、N(白)]

アース線(緑)

ケーブルグランド

自己融着テープ
および絶縁テープ

※自己融着性のテープはシース部から
　シース部まで1往復以上テーピングし、
　防水処理を行ってください

器具側口出し線

電源線

　　アース線はD種接地工事を行ってください。● 
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